
入室されたら、Zoom のチャット欄に

ご所属とお名前のご記入をお願いします。

領域 ５

インフォーマルミーティング

2021 年 9 月 21 日 17：30 - 18:30
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日本物理学会 2021年 秋季大会
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内 容

１．審議

１-１．次期 代表・副代表の紹介

次々期の運営委員の推薦

１-２．2022 年国際ガラス年記念シンポジウムの提案

１-３．非エルミート系合同セッションの提案

１-４．学生優秀発表賞の一部変更の提案

２．報告

２-１．キーワードの大幅な見直しを実施

３．案内

３-１．招待講演・シンポジウム・企画講演

３-２．招待講演とチュートリアル講演の区分け



現在の代表・副代表・運営委員

代表 2021年4月～2022年3月 秋山 英文 （東京大学）

副代表 2021年4月～2022年3月 木村 真一 （大阪大学）

運営委員

2020年10月～2021年9月

安齋 太陽 （大阪府大）

神田 夏輝 （東大）

宮本 辰也 （東大）

2021年4月～2022年3月

鈴木 剛 （東大）

西原 大志 （京大）

宮脇 淳 （QST）

次期 運営委員

2021年10月～2022年9月

出田 真一郎 （広大）

大村 周 （名工大）

嵐田 雄介 （筑波大）

32021 年 日本物理学会 秋季大会 インフォーマルミーティング

審議 1-1



代表： 木村真一 （大阪大学）

副代表：片山郁文 （横浜国立大学）

任期：2022年4月～2023年3月

次期代表・副代表の紹介 次々期の運営委員の推薦

42021 年 日本物理学会 秋季大会 インフォーマルミーティング

運営委員 （本人内諾済）：

田原弘量 （京都大学）

吉川尚孝 （東京大学）

堀尾眞史 （東京大学）

任期：2022年4月～2023年3月

審議 1-1



次期 副代表の 片山 先生 より
2022 年国際ガラス年記念シンポジウムの提案があった。
領域 11 から提案し、領域 5, 7, 11, 12 の合同で行うことを企画。

2022 年国際ガラス年記念シンポジウムの提案

52021 年 日本物理学会 秋季大会 インフォーマルミーティング

審議 1-2

～ガラス研究の最先端と普遍性～

ガラスとは何だろうか。近年、大規模シミュレーション技術や計測技術などの大き

な発展によって、物質のマルチスケールな構造を調べることが可能となり、ガラス

の理解が深まってきている。また、粉体の物理学やジャミング、スピングラス・量子

ガラス、生体などにおいても、ガラスの概念が物理の理解に重要となる局面も広

がってきている。本シンポジウムでは、2022年が国際ガラス年となったこの機会に、

このようなガラスの物理に関する最先端の研究を第一人者に解説していただき、

ガラスとは何か、未解決の問題は何か、その物理にどのような普遍性があるのか

についてお話しいただく。これらの議論を通して、ガラス研究の最先端の研究成果

とその広がりを広く周知するとともにガラスの物理の今後の方向性を考える契機と

したい。



2022 年国際ガラス年記念シンポジウムの提案
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審議 1-2

プログラム案

提案プログラム

1. 趣旨説明：10分

2. ガラス研究のこれまでとこれから

3. ガラスにおける低エネルギー励起・実験の立場から

4. シミュレーションから見たガラスの物理

5. 放射光を用いてガラスを見る

休憩

6. ガラス・ジャミング転移の物理：ソフトマターから情報

統計力学まで

7. ガラスの物理から粉体の物理へ

8. 電子系を舞台とした量子ガラス

9. 高密度バクテリアのガラス的挙動

10. おわりに：10分

※ 30分×8件

提案者：

横浜国立大学 片山郁文

名古屋大学 宮崎州正

https://iyog2022.jp

国際ガラス年



領域 4 代表・副代表・運営委員より
非エルミート系合同セッションの新設の提案があった。
領域 1, 領域 5, 領域 11 の承諾が得られれば 9 月末に
領域 4 より物理学会事務局へ合同セッション新設の申し込みを行う。

非エルミート系合同セッションの提案

72021 年 日本物理学会 秋季大会 インフォーマルミーティング

主旨説明 (関係領域 : 領域 1, 4, 5, 11): 

近年、非エルミート系に関する物理の研究が急速に進展している。物理学会でも、

ここ数年、2 桁の数の関連講演が行われているが、講演するセッションが複数領

域に分散しているため、講演希望者から戸惑いの声が聞かれる。関連する講演が

別領域で行われることが、聴講や分野間交流を阻害する要因と もなっている。そ

こで、非エルミート系合同セッションを新設することにより、幅広い分野の研究者が

同じセッションに集い、分野間交流やより専門的な議論を行える環境を整える。こ

れにより、本分野の一層の発展を促す。

補足情報：
今学会の領域 5 において、第 2 キーワード (物理現象) 11. 非エルミート・非相反の
申し込み数は 1 件で、ポスター発表であった。

審議 1-3



非エルミート系合同セッションの提案

82021 年 日本物理学会 秋季大会 インフォーマルミーティング

キーワード等:(公開される文面)

領域 1, 4, 5, 11 のキーワード (非エルミート系) を選んだ口頭発表について，合同

セッションを設けることがある.

領域 1, 4, 5, 11 でキーワード(非エルミート系)を選んだ講演者は，要旨欄に「領域

1, 4, 5, 11 合 同セッションを，a 希望する，b 希望しない，c どちらでもよい」 のいず

れかを記入すること. なお，プログラム編成上、合同セッションに関するご希望に

添えないこと もあります. 

プログラム編成方針:

主に領域 4 運営委員が中心となり、関係領域の運営委員と連携してプログラム

の編成を行う。特に、 領域 4 の運営委員は、同時に行われる他領域のセッション

内容に十分配慮し、プログラム編成を行うこ と。

審議 1-3



学生優秀発表賞の一部変更の提案

• 現状：領域５では、秋季大会のポスター発表が対象

– 問題点１：他の領域は年次大会でも学生優秀発表賞を出しており、領域5が賞を出さない年次大会
では、他の領域で発表するケースあり。（秋季大会より年次大会の方がポスター割合が低い）

– 問題点２：若手奨励賞の上限数は、過去３年の年次大会の平均占有率から算出

• 提案内容：年次大会に学生優秀発表賞

を設置する。

– 議論点：ポスター発表のみ対象とするか、

口頭発表も対象にするか。

例) 年次: 口頭、
秋: ポスター or 常にポスターのみ？

– 問題点：運営委員やレフェリーの負担増？

領域 #1 #2 #3 #4 #5 #6 #7 #8 #9 #10 #11 #12 #13

秋季 ○ ○ ○ ○ △ ○ △ × △ ○ × × ×

年次 ○ ○ × ○ × ○ △ ○ △ ○ ○ ○ ×

○: 口頭発表で賞を出しているもの、△: ポスターのみ賞を出しているもの
×: 賞を出さないもの

物性関係領域の学生優秀発表賞の実施内容

審議 1-4



変更内容

年次大会・秋季大会

この変更を10/9開催の第669回理事会に提案（締切10/5）し、
了承を得る必要あり。

？

？

？

[https://www.r5.div.jps.or.jp/student-presentation-award-policy/]

審議 1-4
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領域５の申込件数の推移

160

41

ポスター発表の比率（％）

望ましい範囲

今回

コロナ禍に
より中止

25.6%

112021 年 日本物理学会 秋季大会 インフォーマルミーティング

ポスター

全講演件数 (シンポジウム等をのぞく)

申
込

数
ポ

ス
タ

ー
発

表
の

比
率
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物理学会全体に対する占有率（暫定値）
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若手奨励賞の授賞者数の上限

過去 3 年間の年次大会における当該領域の平均占有率 (%) × 0.31 + 1  を四捨五入する

計算すると領域 5 は 2.47 となり、2022 年 年次大会の授賞者数上限は 2 人 の見込み

年次大会の講演件数 (一般講演＋シンポジウム+招待/企画講演) が重要な数になっている

出典：第61期 日本物理学会理事会 (会誌 Vol.61, No.12, 2006)
直近 3 年のデータ：h7ps://www.jps.or.jp/ac<vi<es/awards/jougen15.pdf
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審議 1-4

年次大会に発表賞を設ける 異議なし

増設の区分：

ポスター発表を対象とする

か口頭発表も対象とするか

l 可能であれば、ポスターだけでなく口頭発表にも学生賞

を設け、優秀な学生に賞を授与するのが望ましい

l 口頭賞がないことで他領域へ流出する人を減らせる

懸念点 l 運営委員と審査員の負担が増える

l 審査員の数をそろえ、振り分ける負担

(今学会のポスター賞の対象者は 22 名、審査委員も 22 名)

l 審査員がセッションをまたいで聞きに行く負担

運営の方法 (具体例) l 発表内容やキーワードの区別なく、学生賞の候補者だけ

を集めたセッションを作る (審査の公平性、教育的な発表)

l プログラム決定後にそのセッションに参加すると予想され

る教員に個別連絡して審査員のお願いをする

l ポスター賞を得ると同じ内容で口頭発表して良いとする

放射光・真空紫外のミーティングでの意見内容
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内 容

１．審議

１-１．次期 代表・副代表の紹介

次々期の運営委員の推薦

１-２．2022 年国際ガラス年記念シンポジウムの提案

１-３．非エルミート系合同セッションの提案

１-４．学生優秀発表賞の一部変更の提案

２．報告

２-１．キーワードの大幅な見直しを実施

３．案内

３-１．招待講演・シンポジウム・企画講演

３-２．招待講演とチュートリアル講演の区分け



キーワードの大幅な見直しを実施
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報告 2-1

第 3 キーワード（物質系）
41. 半導体・誘電体・絶縁体
42. 低次元・微粒子・ナノ結晶・表面
43. トポロジカル絶縁体・ワイル半金属
44. 超伝導
45. 強相関・分子性結晶
46. 磁性体・磁性半導体
47. 超イオン導電体・イオン伝導体
48. フォトニック結晶・メタマテリアル
49. 新物質
50. その他

第 1 キーワード（手法）
1. 理論・計算
2. 時間分解測定
3. 定常測定
4. 新光源・新手法開発
5. 光電子分光、逆光電子分光
6. 放射光、真空紫外、 X線吸収
分光（MCDを含む）
7. X線発光分光、散乱
8. 顕微・近接場分光

第 2 キーワード（物理現象）
11. 非エルミート・非相反
12. 光電場駆動
13. 光誘起相転移
14. 励起子・ポラリトン・発光
15. 強結合・真空場
16. 光渦・軌道角運動量
17. 量子もつれ
18.生物・生命現象
19. 光機能性・応用物理
20. 多体相互作用・量子凝縮
21. エネルギーバンド
22. 伝導特性・プロトン輸送
23. 電子状態変化
24. 分子拡散
25. スピントロニクス・磁気励起
26. フォトニクス・フォノン励起
27. プラズモニクス
28. 非線形光学・電場増強
29. トポロジー・ベリー位相
30. 不純物・欠陥・局在中心

プログラム編成

前回までは第一キーワードで
機械的に振り分け

今回は、

・第一，第二，第三キーワード
から各１つ選択

・3つのキーワードを必ず指定
する

・セッション分けは全てのキー
ワードを考慮して行った

(注) 

キーワード(13.光誘起相転移)では領域７（分子
性固体・有機導体分野）のキーワード（42.光誘

起相転移）との合同セッションを設ける．
希望者は要旨欄に「領域７合同」と記入すること．

キーワード(48.フォトニック結晶・メタマテリアル，
8.顕微・近接場分光)は，それぞれ領域１(量子エ

レクトロニクス分野)のキーワード(201.フォトニッ
クバンド，202.近接場光学)との合同セッションと
する．
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第 1 キーワード (手法)

第 1 キーワードだけを記入した人が 7 名
その 7 名全員が第 3 キーワード (物質系) の 47. 超イオン導電体・イオン伝導体を選択していた

注： 第 1 キーワードに第 1 以外のキーワードを入れた人は集計に入れていない

申
し
込
み
件
数

物質系 47 を研究する人には、選択に悩むキーワード群であった可能性がある
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第 2 キーワード (物理現象)
申
し
込
み
件
数

過少・過多もなく分散しているようにみえる (申し込み件数が 0 となるキーワードはなかった)

注： 第 2 キーワードに第 2 以外のキーワードを入れた人、未記入の人は集計に入れていない
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運営委員からのコメント l 振り分けの作業負担は、編成前とそれほど変わらない

l 8〜9割は同じキーワードでセッションを組める

l そこから洩れた寄せ集めのセッションができる問題がある

キーワードの見直し案 l 「23. 電子状態変化」の申し込み件数は多かったが、言葉が

漠然としていて振り分けに寄与しない

→二段階目の振り分け作業を放射光の運営委員が担う

l 「高次高調波」をテーマとする発表が多かったのでキーワー

ドに加えると良い

l 第一および第二に「その他」を入れる

l 「47. 超イオン導電体・イオン伝導体」の発表者の受け皿を作
る必要がある

今回の特色 l もともと「5. 光電子分光」「6. 放射光」とその他のキーワード

に垣根があった。今回は意識して混ぜ合わせを行い、「トポ

ロジー」と「磁性体」のセッションを作った

運営委員からのコメント (問題点と改善点)



プログラム編成について運営委員からのお願い

第 1，第 2，第 3 キーワードから各 １ つ選択して下さい

(3 つのキーワードを必ず指定する)
キーワードが １ つの申込みは 160 件中 7 件ありました。

(前回は 155 件中 23 件)

セッション分けは全てのキーワードを考慮して行います。

座長候補者へお願い

依頼に対する応答は迅速にお願いします

登壇日時の希望は、原則受け付けていません

• 登壇日時の個別調整は困難です

202021 年 日本物理学会 秋季大会 インフォーマルミーティング

報告 2-1



212021 年 日本物理学会 秋季大会 インフォーマルミーティング

内 容

１．審議

１-１．次期 代表・副代表の紹介

次々期の運営委員の推薦

１-２．2022 年国際ガラス年記念シンポジウムの提案

１-３．非エルミート系合同セッションの提案

１-４．学生優秀発表賞の一部変更の提案

２．報告

２-１．キーワードの大幅な見直しを実施

３．案内

３-１．招待講演・シンポジウム・企画講演

３-２．招待講演とチュートリアル講演の区分け



招待講演・シンポジウム・企画講演

● 合同チュートリアル講演

9/20 20aE1 11:00～12:00 (E1会場) （領域5, 領域8）

テラヘルツ非線形光学応答の基礎と応用：超伝導体ヒッグスモードを例に

島野 亮 （東大低温セ）

● 合同一般シンポジウム

9/20 20pF1 13:30～16:55 (F1会場) （領域6, 領域5, 領域8）

超伝導ダイナミクス研究の最前線

● 合同シンポジウム

9/20 20pJ1 13:30～17:10 (J1会場) （領域9, 領域3, 領域4, 領域5, 領域8）

Interdisciplinary surface science researches toward innovative materials and devices

● 合同シンポジウム

9/20 20pK1 13:30～17:15 (K1会場) （領域10, 領域3, 領域5, 領域8）

Research Frontier of Spintronics and Magnetism Opened by Advanced Spectroscopies

222021 年 日本物理学会 秋季大会 インフォーマルミーティング

案内 3-1



招待講演・シンポジウム・企画講演

● 合同チュートリアル講演

9/21 21aE2 9:00～9:45 (E2会場) （領域5, 領域4, 領域8）

量子位相が駆動する光電流：シフト電流の基礎と応用

小川 直毅 （理研CEMS）

● 合同チュートリアル講演

9/21 21pE2 13:30〜14:15  (E2会場) （領域5, 領域8）

共鳴硬 X 線光電子分光入門 – 強相関 4f 電子系物質を中心に

三村 功次郎 （阪府大院工）

● 合同招待講演

9/22 22aE1 10:45〜11:15  (E1会場) （領域5, 領域4）

原子層半導体・ヘテロ構造の光科学とその展開

松田 一成 （京都大学エネルギー理工学研究所）

23

案内 3-1

2021 年 日本物理学会 秋季大会 インフォーマルミーティング



招待講演・シンポジウム・企画講演

● 合同招待講演

9/22  22aE1 13:30〜14:15  (E1会場) （領域5, 領域11）

光と物質の強結合系の光物性

馬場 基彰 （京都大学白眉センター）

● 合同招待講演

9/22 22aJ1 15:15～15:45 (J2会場) （領域9, 領域5, 領域8）

光電子運動量顕微鏡の拠点構築と展開

松井 文彦 （分子研 UVSOR）

● 合同一般シンポジウム

9/23 23aC1 9:00～12:30 (C2会場) （領域3, 領域5, 領域10）

フェリ磁性スピントロニクスの新展開

242021 年 日本物理学会 秋季大会 インフォーマルミーティング

案内 3-1



招待講演 チュートリアル講演

l その人の独自研究の発表。

l その研究の第一人者であること。

l 自分の研究成果や発表を含めても良いが、聴衆

が勉強したいと思う基礎的な内容を解りやすく解

説するという趣旨がある。

l チュートリアルのタイトルは、初学者に向けた講演

であるとわかるようなものする （専門家向けの表

現は避ける）。

l 推薦理由とそこに挙げられた引用文献が厳しくチェックされる （書き直しを命じられる場合が

ある）

l 推薦理由は今の分量 400-500 字程度よりは、もう少し長めに書いておくと安全。

l 引用文献は、全著者名、論文標題をつけ、文章中で番号と対応付けて引用する。

招待講演とチュートリアル講演の区分け

案内 3-2





現在のポスター優秀発表賞の審査方法

272021 年 日本物理学会 秋季大会 インフォーマルミーティング

・応募者と同人数の審査員を選出
・審査員 1 名あたり学生 5 名を審査

領域5では、二つの基準があった
•ポスター発表の全講演数の 5% 程度
(領域5ポスター賞の規定を踏襲した基準)
• 学生賞への応募件数の 20% 程度
(2018 年のIMで審議・承認された新基準)

2019 年までは前者の基準を採用
2020 年は両基準と審査結果を総合的に踏まえて表彰件数を決定

今回のポスター発表の全講演数は 41 件、学生賞への応募は 22 件、
• ポスター発表の全講演数の 5% 程度 … 2.05 件
• 学生賞への応募件数の 20% 程度 … 4.4 件

今回の受賞数は 4 名として、審査の点数や運営委員と相談して人数を増減する

〇過去の受賞者比率

受賞者/応募者=
2/12(2020年), 3/32(2019年), 

3/25(2018年), 3/14(2017年), 
3/13(2016年), 6/37(2015年)

補足資料



真空紫外・放射光関係

1.放射光・真空紫外・X線吸収分光（MCDを含む）

2.光電子分光・逆光電子分光

3.X線発光分光・散乱

物理現象

4.励起子・ポラリトン

5.非線形光学

6.超高速現象

7.格子振動・光散乱

8.緩和励起子

9.局在中心

10.光誘起相転移

11.誘電体の光制御・光学応答

12.高密度励起現象

物質系

13.表面・薄膜

14.微粒子・ナノ結晶

15.低次元物質

16.超イオン導電体・イオン伝導体

17.超伝導体・強相関系

18.フォトニック結晶・メタマテリアル・プラズモニクス

19.磁性体・磁性半導体

20.量子井戸・ 超格子

21.新物質

手法

22.顕微・近接場分光

23.新光源・新分光法

その他

24.その他

前回までのキーワード
補足資料

282021 年 日本物理学会 秋季大会 インフォーマルミーティング



補足資料

292021 年 日本物理学会 秋季大会 インフォーマルミーティング



補足資料

302021 年 日本物理学会 秋季大会 インフォーマルミーティング

前半は、

第 1： 理論・計算 第 2：光誘起相転移

後半は、

第 1： 放射光など 第 2： 電子状態変化


